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札凶 人 {8月末現在)

18，766人前月比十 51

20.357人十 27

11 ，482世帯 + 22 
240.93平方キロメートル

市の人口

男

女

世帯数

面積

民

険

市

保 川F守

10月の納税

一般会計補正予算なと

9月定例市議会

6議案を可決

九

月

定

例

市

議

会

は

、

八

月

二

十

五

日

開

会

、

九

日

間

の

会

期

で

、

市

道

平

地

慶

雲

寺

線

改

良

事

業

費

や

野

菜

価

格

安

定

対

策

事

業

費

な

ど

四

億

一

千

九

百

七

十

八

万

九

千

円

の

一

般

会

計

補

正

予

算

な

ど

の

六

議

案

を

原

案

ど

お

り

可

決

し

、

請

願

陳

情

な

ど

を

審

主

辞

し

て

、

九

月

二

日

閉

会

い

た

し

ま

し

た

。

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
総
額
は
、
四
億
一
千
九
百

七
十
八
万
九
千
円
で
、
累
計
で
は

六
十
三
億
五
百
十
四
万
六
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
単
位
千
円
)

O
総
務
費

住
民
基
本
台
帳
事
務
電
算
導

入
費
追
加
三
、
四
四
九

O
民
生
費

¥
1
十

1
J
J
1
i
f
t
f
f
f
j
j
j
j
j
j
(
J
、

所

課

十
月
一
日
は
、
「
法
の
日
」
で

す
。
法
律
は
わ
た
く
し
達
の
く
ら

し
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

国
民
一
人
一
人
が
法
を
守
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
社
会
秩
序
が
維
持

さ
れ
て
配
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
に
お
け

る
わ
が
国
の
現
状
を
見
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
殺
し
、
交
通
事
故
に
よ
る

死
傷
者
件
の
多
発
、
サ
ラ
金
問
題

に
起
因
す
る
一
家
心
中
事
件
な
ど

人
命
軽
視
は
言
う
に
及
ば
ず
、
婦

人
や
老
人
の
虐
待
、
悪
臭
や
騒
音

役

整

市

調

洲

画

大

企

行

集

発

編

に
よ
る
生
活
権
の
侵
害
、
同
和
問

題
に
よ
る
不
当
な
差
別
事
件
な
ど

が
、
一
部
の
人
々
に
よ
っ
て
、
憲

法
を
は
じ
め
諸
々
の
法
律
が
無
視

さ
れ
た
た
め
に
起
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
、
一
人
一
人
が

法
に
親
し
み
、
法
を
尊
重
し
、
お

互
い
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
が
築

か
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
中
で
、
法
が
無
視

さ
れ
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的

人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
時
は
、
お
近
く
の

人
権
擁
護
委
員
か
松
山
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
、
ま
た
は
大
洲
支

局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
事
項
(
無
料
・
秘
密
は
守

り
ま
す
。
)

O
隣
近
所
の
い
や
が
ら
せ
、
{
家
庭

内
の
ト
ラ
ブ
ル

O
同
和
問
題
で
の
差
別
さ
れ
た
と

き
O
借
地
、
借
家
の
も
め
ご
と

O
離
婚
、
扶
養
、
相
続
、
交
通
事

故
、
金
銭
貸
倍
、
そ
の
他
の
法

律
問
題
、
裁
判
を
し
た
い
が
お

金
が
な
い

O
土
地
、
建
物
(
売
買
、
贈
与
な

ど
)
の
登
記
問
題

老
人
保
健
医
療
総
合
対
策
事

業

五

、

九

八

七

同
和
対
重
量
莱
追
加

一
五
、
二

O
四

母
親
ク
ラ
ブ
活
動
事
業

一
、
一

0
0

。
保
健
衛
生
費

国
民
健
康
づ
く
り
地
方
推
進

事

業

九

六

O

婦
人
の
健
康
ゃ
つ
く
り
推
進
事

業

二

、

O
五
五

O
農
林
水
産
業
費

大
規
模
果
樹
生
産
流
通
基
地

整
備
董
来
二
二
、
五

0
0

養
蚕
新
技
術
複
合
営
農
実
験

施
設
事
業
二
、
一
四
五

野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業

五
、
九
七
一

地
域
農
政
整
備
事
業

二
九
、
五
二
六

農
業
構
造
改
善
事
業
追
加

二
五
、

O
七
O

広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事

業
追
加
四
五
、
五
一
七

市
単
独
農
業
基
盤
整
備
董
来

追

加

一

、

0
0
0

O
商
工
費

街
路
灯
設
置
費
補
助
金九

七

O

O
土
木
費

道
路
維
持
工
事
請
負
費
追
加

二、

0
0
0

道
路
維
持
原
材
料
費
遁
加

三、

0
0
0

市
道
平
地
慶
雲
寺
線
改
良
事

業

追

加

六

O
、
0
0
0

地
域
振
興
事
業
追
加
(
二
線
)

一四、

0
0
0

辺
地
対
策
霊
童
加

三コ

1
0
0
0

原
材
料
支
給
舗
装
費
追
加

五、

0
0
0

県
工
事
費
負
担
金
追
加

二
七
、
七

0
0

肱
川
緑
地
公
園
照
明
施
設
事

会計別補正予算額

会計別 予算現額 補正予算額 累 計|

一般会計 5，885，357 419，789 6，305，146 

特別会計 1，532，591 。1，532，591 

事業会計 1，413，626 831 1，414，457 

計 8，831，574 420，620 9，252，194 

(単位千円)

農
業
委

員
の
任
期

満
了
に
伴

い
九
月
一

目
、
選
挙

が
行
な
わ

れ
、
次
の

十
九
人
の

カ
た
カ
た

が
、
農
業

委
員
に
選

ば
れ
ま
し

た。
こ
の
選

挙
は
、
第

一
選
挙
区

だ
け
で
投

票
が
行
な

わ
れ
、
第

二
か
ら
第

五
選
挙
区

で
は
、
候
補
者
が
定
数
を
こ
え
な

い
た
め
、
無
投
票
で
当
選
者
が
決

ま
り
ま
し
た
。

第
一
選
挙
区
定
数
五
人

玉
査
琴
一
郎
(
若
宮
)

尾

上

昇

(

徳

森

)

武
田
芳
明
(
田
口
)

西
山
頼
幸
(
五
郎
)

岩
田
重
喜
(
西
大
洲
)

第
二
選
挙
区
定
数
三
人

平
塚
千
秋
(
野
佐
来
)

(
人
口
本
道
好
(
野
田
)

菊
池
宗
利
(
平
地
)

第
三
選
挙
区
定
数
四
人

黒
田
一
郎
(
成
能
)

辰
野
富
朗
(
蔵
川
)

大

野

豊

(

菅

田

)

太
田
親
志
(
大
竹
)

第
四
選
挙
区
定
数
四
人

池
田
俊
策
(
喜
多
山
)

亀

本

秀

寿

(

田

処

)

業

費

三

、

0
0
0

第
一
口
甘
肱
川
緑
地
整
備
事
業

三、

0
0
0

O
消
防
費

大
洲
喜
多
地
区
消
防
操
法
大

会
及
び
消
防
ポ
ン
プ
購
入
費

一
、
四
六
二

O
教
育
費

学
校
体
育
施
設
開
放
施
設
事

業

一

、

八

C
O

日
行
政
相
談
所
の
開
設

行
政
管
理
庁
で
は
、
行
政
相
談

制
度
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
認

識
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
、
秋
、

行
政
相
談
週
間
を
設
け
、
全
国
一

斉
に
各
種
の
行
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
、
こ
の
行
政
相

談
週
間
が
十
月
十
五
日
(
日
)
か

ら
二
十
一
日
(
土
)
ま
で
と
決
ま

り
、
当
市
に
わ
い
て
も
、
こ
の
週

間
の
行
事
と
し
て
当
市
担
当
行
政

相
談
委
員
主
催
の
一
日
行
政
相
談

所
が
、
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま

す。日

時
・
十
月
十
六
日
(
月
)

午
前
十
時
1
午
後
二
時

場
所
・
市
民
会
館

行
政
相
談
委
員
・
谷
本
賀
文

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

苦
情
な
く
し
て

明
る
い
生
活

問
日

1
引
日

行
政
相
談
週
間

O
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な

O
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た

O
説
明
が
納
得
で
き
な
い

O
こ
う
し
て
ほ
一
し
い

O
ど
こ
へ
相
談
す
れ
ば
よ
い
か

わ
か
ら
な
い

な
ど
、
苦
情
、
雲
宍
意
見
の
あ

る
方
は
、
ご
遠
慮
な
く
、
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
度

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
、
広
く

市
民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
健

康
の
増
進
と
市
民
の
連
一
帯
意
識
を

深
め
る
た
め
の
市
民
運
動
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
民
運
動
会

。
日

日寺

昭
和
五
十
三
年
十
一

月
五
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら
(
雨

天
の
場
合
十
二
日
)

総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

千三

0 
土暴

戸斤

番地 種別 演技種目 参加者

I 招待 小学生リレー(男・女) 小学生

2 • 中学生リレー(男・女) 中学生

3 対抗 年令別リレー 男 般

4 • 。 女 イシ

5 • メジンンボール • 
6 イシ 玉入れ " 
7 • ゴルフ競争 " 
8 • むかで競争 青 年

9 4シ お掃除上手 婦 人

10 " ボーJレ送り 老 人

11 団体 三世代交流リレー E人財人，I{;I

12 ゐ おきるのかごや 青 年

13 ゐ あなたとならば 婦 人

14 イシ つなひき 4少

15 今 風船部り 老 人

16 " 障害物リレー 主J.\~II:'人青年

17 自由 たからひろい 幼 児

18 • と、っちへゆくやら 一般来賓

19 踊り 未 定 青 年

20 " 大淵iばやし 全 員

山

形

茂

光

被

岡

光

徳

第
五
選
挙
区

(
柳
沢
)

(
新
谷
)

梶岡 上
岡田田

高継重

(
上
須
戒
)

(
春
賀
)

(
八
多
喜
)

⑩ 
⑧ 

Q 
⑦ 

⑩ 
⑧ 

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

O
交
通
事
故
相
談
日

と
き
叩
月
日
目
印
時
l
m時

。
月
初
日

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

O
人
権
相
談
日

と
き
叩
月
却
日
日
時
i
M時

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

O
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

叩

月

2
日
日
時
i
M時

。

日

目

。

。

羽

目

。

ク

お

日

ム

ゲ

社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

と
こ
ろ

市
観
光
協
会
指
定
及
び

推
せ
ん
庖
の
募
集
に
つ

い
て市

観
光
協
会
で
は
、
市
内
で
観

光
事
業
を
営
む
庖
舗
及
び
土
産
物

の
品
質
の
改
善
、
向
上
と
観
光
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
信
用
を
高
め
る

た
め
、
「
庖
舗
及
び
商
品
」
の
指

定
及
び
推
せ
ん
を
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
こ
の
撞
疋
及
び
推

せ
ん
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
月

末
日
ま
で
に
市
観
光
協
会
事
務
局

(
電
話
回
二
六
六
回
)
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
用
紙
は
事
務

局
に
あ
り
ま
す
。

休
日
の

固
因
固
@

日
月
1
日

夕

8
目

。
叩
目

。
日
目

。
沼
目

。
m日

日
月
3
目

。
5
日

実奇実
病病病
院院院

。重言。重

今。今

'シイシ'シ



昭和53年9月25日辛反12三可7シ川4

こ
の
運
動
は
、
警
察
と
地
域
の

人
々
が
一
体
と
な
っ
て
、
全
国
い

っ
せ
い
に
防
犯
運
動
を
推
進
し
、

犯
罪
の
な
い
、
住
み
よ
い
地
域
社

会
を
つ
く
る
た
め
の
運
動
で
す
。

次
の
事
項
を
み
ん
な
で
守
り
ま

し
ょ
弓
ノ
。

O
い
ぜ
ん
多
い
空
巣
ね
ら
い
に
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
に
お
け
る
「
カ
ギ
」
の

点
検
、
改
善
、
戸
締
り
を
励
行

し
ま
し
ょ
う
。

O
侵
入
盗
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

留
守
を
す
る
と
き
は
、
長
す

「
カ
ギ
」
を
か
け
、
隣
近
所
へ

ひ
と
声
か
け
て
お
き
ま
し
ょ
う

O
自
転
車
の
盗
難
に
注
意
し
ま
し

犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を

っ
く
り
ま
し
ょ
う よ』

7
。

自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は

必
ず
「
カ
ギ
」
を
か
け
ま
し
ょ

-7
。自

転
車
に
は
、
必
ず
防
犯
登

録
を
し
て
名
前
を
書
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

O
暴
力
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

泣
き
寝
入
り
は
、
暴
力
団
の

思
う
ツ
ボ
で
す
。

暴
力
を
締
め
出
す
3
な
い
運

動
利
用
し
な
い
。

利
用
さ
れ
な
い
。

恐
れ
な
い
。

小
さ
な
こ
と
で
も
必
ず
警
察
一

一
O
番
へ
通
報
く
だ
さ
い
。

メζ

二
、
明
治
以
降
、
な
ぜ
、
ど
ん
な
形
で

残
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

な
く
な
ら
な
か
っ
た
、
部
落
差
別
i

職

業

を

選

ぶ

自

由

第271号

「
部
落
地
名
総
鑑
」
「
全
国
部

落
リ
ス
ト
」
と
い
う
こ
と
ば
を
聞

い
た
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

両
者
と
も
、
全
国
の
各
同
和
地

区
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
地
や
世

帯
数
、
職
業
を
記
載
し
た
も
の
で

全
国
で
数
十
社
の
企
業
、
数
人
の

個
人
が
購
入
し
、
悪
質
な
差
別
事

件
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
こ
の
文
書
は
、
差
別
を
商
い

ま
た
、
そ
れ
を
購
入
す
る
企
業
の

体
質
か
ら
み
て
も
、
同
和
地
区
の

人
々
に
対
す
る
、
職
業
を
選
ぶ
白

由
が
、
現
在
で
も
完
全
に
保
障
さ

(2) 

れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

杢
メ
書
の
悪
質
な
差
別
性
、

O
不
況
と
失
業
の
増
大
と
い
う
情

勢
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
和
問

題
解
決
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
同

和
地
区
住
民
の
、
大
企
業
へ
の
就

職
を
排
除
す
る
た
め
に
、
営
利
本

位
で
出
版
さ
れ
た
差
別
文
書
で
あ

る。O
同
和
対
策
葦
采
特
別
措
置
法
の

期
限
が
、
あ
と
二
年
有
半
と
い
う

時
点
で
、
し
か
も
、
大
企
業
自
ら

同
和
地
区
住
民
の
就
職
を
拒
絶
し

部
落
差
別
を
助
長
す
る
目
的
で
差

別
文
書
を
購
入
し
た
こ
と
。

O
国
民
的
課
題
と
し
て
、
同
和
教

育
や
同
和
対
策
事
業
を
推
進
し
て

い
る
行
政
や
学
校
、
関
係
団
体
の

努
力
に
反
す
る
悪
質
な
差
別
行
為

で
あ
る
。

同
和
地
区
に
住
ん
で
い
る
大
人

の
就
職
状
況
調
査
の
結
果
を
み
ま

す
と
、
過
去
、
貧
し
さ
か
ら
十
分

な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず

し
た
が
っ
て
、
希
望
す
る
職
場
に

就
職
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た

事
実
が
う
か
が
え
ま
す
。

次
の
表
は
、
昭
和
四
十
二

年
、
県
外
A
市
に
お
け
る
、

全
就
職
者
に
つ
い
て
の
調
査

し
た
結
果
で
す
。

計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

商
品
取
り
引
き
に
使
用
さ
れ
る

計
量
器
は
、
す
べ
て
の
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
検
査
を
受
け
な
い
計
量
器

を
商
品
の
取
り
引
き
に
使
用
す
る

と
、
法
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
光
電
式
は
か
り
」
を
お

持
ち
の
方
は
、
訪
問
検
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
、
市
役

所
商
工
観
光
課
ま
で
、
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

犬
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

十
月
は
、
犬
の
危
害
防
止
対
策

推
進
月
間
と
し
て
、
正
し
い
犬
の

飼
い
方
の
啓
も
う
を
は
か
る
と
と

t
出
…
も
に
、
犬
に
よ
る
「
危
害
防
止
対

…
…
…
…
…
脱
出
策
」
を
、
全
県
的
に
進
め
る
こ
と
に

一U
U，
m
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
次
の
こ
と
を
守
り
、
住
み
よ
い

市
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

O
犬
は
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま

し
ょ
-7
。

放
し
飼
い
は
、
み
ん
な
に
め

い
わ
く
が
か
か
り
ま
す
。

O
犬
は
、
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
F7
。

不
用
犬
は
、
市
が
買
い
上
げ

ま
す
。

O
畜
犬
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

犬
は
、
年
一
回
の
登
録
と
、

年
二
回
の
予
防
注
射
を
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
後
三
か
月

以
上
の
犬
は
、
市
に
届
け
出

で
必
ず
登
録
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

計量器定期検査日程

月 日 時間 検査場所

10. 23 11時-12時 南久米連絡所

10. 23 13時-15時 平野。

10. 24 11時-12時 三善ク

10. 24 13日寺-15時 菅田 " 

10. 25 11日寺-12時 柳沢。

10. 25 13日寺-14時 回処公民館

10. 26 11時-15時 新谷連絡所

10. 27 11時-12時 大川 /， 

10. 27 13時-14時 蔵川中学校

「
も
う
、
ま
さ
か
就
職
に
よ
る

差
別
は
、
な
い
で
し
ょ
う
。
と
、

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
研
究
会
や
進

路
保
障
委
員
会
な
ど
で
は
、
ま
だ

職
場
の
中
で
の
差
別
も
残
り
、
実

(市全体)

耳

f主
神T

R量
¥3.9匂)

(同和地区) 際
に
就
職
は
し
た
も
の
の
、
そ
こ

に
い
た
た
ま
れ
ず
、
や
む
な
く
職

場
を
転
々
と
変
わ
っ
た
り
、
郷
里

に
帰
っ
て
く
る
例
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

(同和地区)

5人
以下町
小企業

500人以上田
大企業
( 12.0%) 

O
野
犬
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
捕
か
く
箱
の
使
用

に
よ
り
、
野
犬
を
な
く
す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
ま
ご
こ
ろ
銀

行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

金

一

封

三

の

丸

白

石

真

金

一

封

若

宮

吉

岡

友

睦

金
一
封
(
八
多
喜
寿
会
と
大
洲

清
和
圏
へ
)
八
多
喜
町
山
本
款
司

金
一
封
(
病
気
見
舞
返
し
)

大

洲

栗

田

孝

一
千
三
百
二
十
九
円
(
花
火
大
会

の
こ
ず
か
い
の
一
部
及
び
後
始
末

の
空
ピ
ン
売
却
代
)

大
洲
北
中
岡
田
哲
明
外
三
名

一
千
一
百
十
円
(
花
火
大
会
後
始

末
の
空
ピ
ン
売
却
代
)

山
根
地
区
池
戸
順
子
外
十
名

五
千
円
(
夜
市
の
利
益
金
の
一
部

常
磐
町
上
手
供
会
ィ
ニ
同

金

一

封

若

宮

片

岡

好

喜

(
物
品
の
部
)

紙

お

む

つ

一

袋

片

岡

好

喜

大
洲
市
社
会
福
祉
協
襲
五

狩
猟
免
許
制
度
の

改
正
に
つ
い
て

狩
猟
免
許
制
度
が
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一
、
法
律
の
改
正
は
、
昭
和
五
十

四
年
四
月
十
六
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

二
、
狩
猟
を
行
お
う
と
す
る
者
は

毎
年
知
事
の
登
録
を
受
け
、
登

録
税
、
入
猟
税
を
納
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
狩
猟
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
知
事
が
行
う
狩
猟
免

許
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

四
、
狩
猟
免
許
の
有
効
期
聞
は
三

年
と
な
り
ま
す
。

五
、
既
に
狩
猟
者
講
習
を
受
け
、

昭
和
五
十
三
年
度
に
狩
猟
免
許

を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
特

話
円

山
昭
和
五
十
四
年
四
月
十
五
日

に
狩
猟
免
許
を
受
け
て
い
る
者

で
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
十
四

日
ま
で
に
住
所
地
を
管
轄
す
る

知
事
が
行
う
講
習
、
審
査
を
受

け
、
そ
の
審
査
に
合
格
し
た
も

の
は
三
の
狩
猟
免
許
試
験
に
合

格
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

凶
従
っ
て
、
昭
和
五
十
三
年
度

に
狩
猟
免
許
を
受
け
て
い
な
い

者
は
、
狩
猟
者
講
習
終
了
証
明

書
を
所
持
し
て
い
て
も
、
三
の

狩
猟
免
許
試
験
を
受
け
な
け
れ

ば
狩
猟
登
録
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

六
、
そ
の
他
詳
細
は
、
県
事
務
所

大
洲
出
撃
所
林
業
課
(
四
四

二
ニ
ご
へ
問
い
合
せ
下
さ
い

家
屋
調
査
に
つ
い
て

毎
年
、
新
築
お
よ
び
増
改
築
、

取
り
こ
わ
し
な
ど
の
異
動
家
屋
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
評
価
の
た
め

調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
も

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
か
ら
、

関
係
所
有
者
は
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
期
間

昭
和
五
十
三
年
十
月
か
ら
昭
和

五
十
四
年
一
月
中
旬
ま
で

調
査
地
域

大
洲
市
全
域

な
お
詳
し
い
こ
と
は
税
務
課
固

定
資
産
税
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。電

話

④
一
二
一
一

内
線
二
一
五

市
民
弓
道
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の

お

知

ら

せ

弓
道
は
、
心
身
の
鍛
練
に
と
っ

て
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
日
本
古

来
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

市
体
育
協
会
で
は
、
弓
道
を
よ

り
広
く
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
初
心
者
向
け
「
弓
道
ス
ポ

ー
ツ
教
室
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

だ
れ
で
も
参
茄
は
自
由
で
、
無

料
で
す
。

多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

0 て
日い

ま
時す

六体
一育詳
へ 協 し
お 会 く
尋 事 は
ね務、道松大 毎

会局主場埜型 週
さ電公 l 若 13日
い話民 タ宮時曜
。(4)宣富 I I 日

二二 Pヲ ス 17 
一市 裏 時

。
場

所

被
保
険
者
へ

住
宅
融
資
(
協
会
転
貸
)
受
付

厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
被

保
険
者
を
対
象
に
「
住
宅
賃
金
の

貸
付
け
」
の
申
し
込
み
を
、
昭
和

五
十
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
受

付
け
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
な
ど
と
あ
わ
せ

て
利
用
で
き
ま
す
。

V
被
保
険
者
三
年
以
上

V
融
資
額
五
百
万
円
ま
で

V
返
済
期
間
十
年
か
ら
三
十
年

V
利
率
年
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

な
お
、
く
わ
し
く
は
、
県
年
金

福
祉
協
会
電
話

O
八
九
九
(
四

二
七
六
六
七

孤
立
防
止
用
移
動
無
線
機

設
置
に
つ
い
て

電
電
公
社
で
は
、
地
震
・
台
風

災
害
ま
た
は
通
信
設
備
の
障
害
な

ど
に
よ
っ
て
通
信
回
線
が
使
用
で

き
な
く
な
り
、
そ
の
地
域
の
通
信

が
孤
立
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

市
役
所
、
農
協
な
ど
に
『
孤
立
防

止
用
無
線
静
を
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

取
扱
う
通
話
は
、
原
則
と
し
て

非
常
通
話
及
び
緊
急
通
話
に
限
り

ま
す
。市

内
に
は
、
大
洲
電
報
電
話
局

.
大
洲
市
農
協
粟
津
事
業
所
・
大

洲
市
役
所
大
川
連
絡
所
に
設
置
し

て
わ
り
ま
す
。

大
洲
電
報
電
話
局


